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知県内小・中・高等学校の児童生徒5.990人 2.調査期間 平成16年4月1日～平成22年7月 3.
調査内容 1)地場産物の学校給食への活用状況 2)学校給食関係者の地場産物活用に関する意
識や行動 3)子どもたちの食や生活習慣 4.分析方法 調査内容1)～3)について基礎分析とし
てEXCELを用いて記述統計量を算出、PASW statistics18による分析、共分散構造分析、テキ
ストマイニングの手法による分析 




























ている 12 項目の内 10 項目を補完していることが確認できた。 
このことより、本研究で実態分析を行った調査項目は、食育の評価を直接的、間接的に評価
していく指標となりえ、それを使って食育の評価方法として活用できることが示された。また、
地場産物の活用を高めたいという意識や行動だけでは解決できない、学校給食の運営方式、学
校給食の食材調達方式、栄養教諭等や学校長・給食センターの施設長などの関係者の連携のあ
り方など様々な要因の関連が判明した。さらに、本研究の結果から、「食品を選択する能力」
「感謝の心」「社会性」「食文化」は、地場産物を使った学校給食を活用した食育を実施するこ
とで強化できるとの提言に至っている。 
以上の結果を得たことは、徳広氏のこれまでの実践に根付いた成果であり、今後の実践の指
標として活用できる有効なエビデンスを提案することができ、「食育」取組の評価に十分貢献す
るものと思われ、博士論文としての意義があると判断した。 
